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  No.3 
カルな技術・知識が農業に関するそれらとそれぞれ密接な関わりを持っていたこと、そ
してそれらが 19 世紀後半以降、徐々に変容していったことを結論として示した。その上
で筆者は、ローカルな技術・知識とは、ローカルな人々が環境との相互作用を繰り返し
ながら、周囲の環境に適応する中で培ってきたものであることを指摘する。そしてその
19 世紀後半以降の変容を、ローカルな人々が、新たに流入した工具や材料に関する技術
を身につけ、またそれを更に改良していったプロセスと位置付ける一方、農−建物・農−
都市の技術的な関連性の希薄化が進んでいったプロセスと位置付けている。その上で、
今求められていることとして、現在の環境的・社会的な状況を反映した、新たなローカ
ルな技術・知識の構築を挙げた。 
以上の議論を通じ、本稿は、対象地域における建物・都市に関する遺産保護を行なうた
めの、またローカルな技術・知識を応用したオルタナティブな建築・都市デザインを可
能にするための、基礎的な知見を明らかにした。さらに、26 のサイトにおける歴史的な
建物の実測の成果を示した巻末資料の資料性も高い。よって本論文の著者は、博士（学
術）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
